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音域の広さ ○ ○ ○ ○ ○ ○
重厚な和音 ○ ○ ○ ○ ○ ○
オクターブ ○ ○ ○ ○ ○
左手の加線の低い音域 ○ ○ ○ ○
ユニゾン ○ ○ ○
ポリフォニック ○ ○ ○ ○ ○ ○
反行形 ○ ○ ○ ○ ○ ○
下降形 ○ ○ ○ ○ ○
跳躍進行 ○ ○ ○ ○






うねるような音型 ○ ○ ○
揺れる音型 ○ ○ ○ ○
休符の上手な使い方 ○ ○ ○
ヘミオラのリズム ○ ○
拍子感の上手な使い方 ○ ○ ○
保続音 ○ ○ ○ ○ ○
持続声 ○ ○ ○
バッソ・オスティナート ○
動機を徹底して使う ○ ○ ○ ○ ○ ○
交響楽の響きのイメージ ○ ○ ○ ○ ○
5小節1フレーズ ○ ○
3小節1フレーズ ○
浮情的な旋律 ○ ○ ○ ○
同旋律における同主調の関係 ○ ○ ○
第1主題と第2主題の併存 ○ ○
3度と6度の和声の響き ○ ○
変奏 ○
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JohannesBrahmsの後期ピアノ曲にみる技法の特徴
IVBrahmsのr3」という数字の意味
6曲とも三部形式で作曲されてある。
1番のイ短調、2番のイ長調、3番のト短調、4番のへ短調、5番のへ
長調、6番の変ホ短調の調性を見ても、イートーへ一変ホとBrahmsの好
んで使用したといわれる下降線を用いて作曲されている。
後期のピアノ作品は簡素化している。自分の内面を素直に表現しようと
している。しかし、それは、簡単でやさしいという意味ではない。簡素な
動機を念入りに展開させて、曲を書き上げていくということである。
AmoldSch6nbergの述べた、r節約それでいて豊かである』ということ、
また、『単位要素まで分解し、組織的に組み立てていく』という技法も、
如実に読み取ることができた。後期のピアノ曲は、簡素化しているが、構
築、構成の上手さもさることながら、実に中身がいっぱい凝縮されている
ことがわかった。
そして、私の疑問を投げかけたBrahmsのr3」という数字のこだわり
は、譜面から読み取ることができた。印象を強めるためか、それとも構成
上の納まりを良くする為か、あるいは宗教からの影響、その他の文化的背
景によるものなのか、今後の研究の課題にしていきたい。
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